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19章 システム一般環境設定 

 

 

KaracrixBuilder システムを使用して各種応用システムを構築運用するために、本章で説明するシステム環

境設定を初めに行なって下さい。ここで設定した内容をシステムに反映させるには、KaracrixBuilder をリセ

ット起動するか、一度終了して、再度起動する必要があります。 
 

 

19.1 システム一般環境メニュー 

「メインメニュー」画面から“システム設定”ボタンを押して「システム環境設定メニュー」画面を表示しま

す。 

本章では、「A. システム一般環境」について解説します。 

「B. オブジェクト環境」については、「20 章 オブジェクト環境設定」、「C. 記録ファイル環境」については、「21

章 記録ファイル環境設定」で解説していますので、そちらを参照して下さい。 

システム一般環境設定に必要な各種機能のボタンが以下のように A グループに表示されます。 

 

 

図 19.1.1 システム環境設定メニュー画面 

 

システム一般環境メニューの機能の概要を以下に記します。 
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A. システム一般環境 

 

1. システムパラメータ 

システム全体の動作に影響がある共通パラメータの値を定義します。 

（現在のところ、Web 画面と携帯画面の表示に関する定義が主なものです。） 

 

2. リモートユーザ 

Web ブラウザ、携帯端末または E メールからアクセスする場合の認証ユーザーを登録します。 

 

3. Ｅメール環境 

E メールを使用した各種機能を有効にするために E メールの送受信環境を設定します。 

 

4. 画像記録方式 

画像記録方式ならびに記録容量などの設定を行います。ここで設定した記録方式が、タイムラプス機能

を使用する場合の基本設定として適用されます。 
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19.2 システムパラメータ設定 

本設定は主に Web ブラウザと携帯端末の表示に関連する環境パラメータを設定します。 

「システム環境設定メニュー」画面から、“システムパラメータ”ボタンを押すと「システムパラメータ設定」画

面が表示されます。 

 

 

図 19.2.1 システムパラメータ設定画面 

 

システムパラメータ設定画面の設定項目別に以下で説明します。 
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19.2.1 Web 画像サイズ等に関する設定 

Web ブラウザで監視画面や各種グラフを表示させるときの画面表示サイズに関する各種設定を主に

行います。 

 

図 19.2.2 システムパラメータ設定画面（Web 画像サイズ） 

 

①Web 監視＆グラフ画像フォーマット（PNG、ＪＰＥＧ） 

Web ブラウザ画面で表示する監視画面及びグラフの画像ファイルのフォーマットを選択します。 

PNG： PNG は可逆圧縮の画像フォーマットであるため画像の劣化がありません。 

JPEG： 写真などの自然画像の高圧縮時に向いているフォーマットです。この場合、画像ファイルを小

さくできるため Web 画面の表示を速くできますが、不可逆圧縮であるため線を多用した画像で

は劣化が目立ちます。 

①～⑱ 
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＜監視画面に関するパラメータ＞ 

②Web 監視画面 初期サイズ表示（L=1, M=2, S=3） 

Web ブラウザでアクセスしたときに最初に表示される監視画面のサイズを（L=1、M=2、S=3 の）値で設

定します。Ｌサイズでの画像サイズはコンソールの監視画面そのままの固定（1016 ドット x 668 ドット）に

なっています。Ｍ、Ｓサイズについては、以下の項目で設定した値になります。 

（Ｍ、Ｓのサイズ設定に相互の制限はありません。Ｍ＜Ｓ、Ｍ＞Ｓ、Ｍ＝Ｓ＝Ｌでも構いません。） 

本設定は、Web ブラウザのモニター画面の描画域のメニューに以下のように反映されます。 

 

 

図 19.2.3 Web 監視画面での画像サイズ選択表示 

 

サイズ別の画面表示の原点は、以下の図のようコンソール監視画面の左上に設定されています。 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.4 画面表示サイズと表示位置のイメージ 

 

③Web 監視画面 M サイズ幅(w) 

Web ブラウザでアクセス時の表示Ｍサイズ幅の値を設定します。 

標準では、808 ドット (8 の倍数値必須)です。 

 

④Web 監視画面 M サイズ高(h) 

Web ブラウザでアクセス時の表示Ｍサイズ高の値を設定します。 

標準では、528 ドットです。 

 

⑤Web 監視画面 S サイズ幅(w) 

Web ブラウザでアクセス時の表示Ｓサイズ幅の値を設定します。 

標準では、720 ドット (8 の倍数値必須)です。 

 

⑥Web 監視画面 S サイズ高(h) 

Web ブラウザでアクセス時の表示Ｓサイズ高の値を設定します。 

標準では、472 ドットです。 

Ｌ M S 
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＜計測グラフに関するパラメータ＞ 

⑦Web 計測グラフ 初期サイズ表示（L=1, M=2, S=3） 

Web ブラウザでアクセスしたときに最初に表示される計測トレンドグラフのサイズを（L=1、M=2、S=3 の）

値で設定します。Ｌサイズでの画像サイズ幅はコンソールの計測トレンドグラフ画面そのままの固定

（932 ドット）になっています。Ｍ、Ｓサイズについては、以下の項目で設定した値になります。 

（Ｍ、Ｓのサイズ設定に相互の制限はありません。Ｍ＜Ｓ、Ｍ＞Ｓ、Ｍ＝Ｓ＝Ｌでも構いません。） 

本設定は、Web ブラウザの計測グラフ画面のサイズのメニューに以下のように反映されます。 

 

 

図 19.2.5 Web 計測グラフ画面での画像サイズ選択表示 

 

画面表示の原点は、以下の図のように右側の最新時刻線に設定されています。 

計測グラフの画像サイズは、表示時間帯の長さに対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.6 Web 計測グラフ画面での画像サイズと原点 

 

Ｌ 

M 

S 

原点（最新時刻計測位置） 
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⑧Web 計測グラフ L サイズ縦スケール幅 

計測トレンドグラフの L サイズの表示縦スケールの間隔幅をドット単位（25～50）で設定します。 

デフォルト値は 40 ドットです。 

縦スケールの間隔のイメージを下記の図に示します。 

 

 

図 19.2.7 Web 計測グラフ画面での縦スケール幅 

 

⑨Web 計測グラフ M サイズ横幅 

Web ブラウザでアクセス時のグラフ表示Ｍサイズ幅の値を設定します。 

標準では、660 ドット (60 の倍数値必須)です。 

※１ドット当たりの時間幅はコンソールの計測トレンドグラフ画面の記録サンプリング時間と同じです。 

 

⑩Web 計測グラフ M サイズ縦スケール幅 

計測トレンドグラフの M サイズの表示縦スケールの間隔幅をドット単位（25～50）で設定します。 

デフォルト値は 40 ドットです。 

 

⑪Web 計測グラフ S サイズ横幅 

Web ブラウザでアクセス時のグラフ表示Ｓサイズ幅の値を設定します。 

標準では、480 ドット (60 の倍数値必須)です。 

※１ドット当たりの時間幅はコンソールの計測トレンドグラフ画面の記録サンプリング時間と同じです。 

 

⑫Web 計測グラフ S サイズ縦スケール幅 

計測トレンドグラフの S サイズの表示縦スケールの間隔幅をドット単位（25～50）で設定します。 

デフォルト値は 40 ドットです。 
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＜記録グラフに関するパラメータ＞ 

⑬Web 記録グラフ 初期サイズ表示（L=1, M=2, S=3） 

Web ブラウザでアクセスしたときに最初に表示される記録トレンドグラフのサイズを（L=1、M=2、S=3 の）

値で設定します。Ｌサイズでの画像サイズ幅はコンソールの記録トレンドグラフ画面そのままの固定

（932 ドット）になっています。Ｍ、Ｓサイズについては、以下の項目で設定した値になります。 

（Ｍ、Ｓのサイズ設定に相互の制限はありません。Ｍ＜Ｓ、Ｍ＞Ｓ、Ｍ＝Ｓ＝Ｌでも構いません。） 

本設定は、Web ブラウザの記録グラフ画面のサイズのメニューに以下のように反映されます。 

 

 

図 19.2.8 Web 記録グラフ画面での画像サイズ選択表示 

 

画面表示の原点は、以下の図のように左側の表示開始線に設定されています。 

記録グラフの画像サイズが変っても、表示期間の長さは同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.9 Web 記録グラフ画面での画像サイズと表示開始原点 

Ｌ M 

表示開始原点 表示開始原点 

S 

表示開始原点 
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⑭Web 記録グラフ L サイズ縦スケール幅 

記録トレンドグラフのＬサイズの表示縦スケールの間隔幅をドット単位（25～50）で設定します。 

デフォルト値は 40 ドットです。 

※縦スケールの間隔のイメージは「⑧Web 計測グラフ L サイズ縦スケール幅」の解説と同じですのでそちらを参照して

下さい。 

 

⑮Web 記録グラフ M サイズ横幅 

Web ブラウザでアクセス時のグラフ表示Ｍサイズ幅の値を設定します。 

標準では、660 ドット (60 の倍数値必須)です。 

 

⑯Web 記録グラフ M サイズ縦スケール幅 

記録トレンドグラフのＬサイズの表示縦スケールの間隔幅をドット単位（25～50）で設定します。 

デフォルト値は 40 ドットです。 

 

⑰Web 記録グラフ S サイズ横幅 

Web ブラウザでアクセス時のグラフ表示Ｓサイズ幅の値を設定します。 

標準では、480 ドット (60 の倍数値必須)です。 

 

⑱Web 記録グラフ S サイズ縦スケール幅 

記録トレンドグラフの S サイズの表示縦スケールの間隔幅をドット単位（25～50）で設定します。 

デフォルト値は 40 ドットです。 

 



19.2 システムパラメータ設定 

19-10  

 

S.I.Soubou Inc. 

19.2.2 携帯画像サイズ等に関する設定 

携帯端末から監視画面と計測トレンドグラフを表示させるときの画面表示サイズに関する各種設定を行

います。 

 

 

図 19.2.10 システムパラメータ設定画面（携帯画像サイズ） 

 

①～⑥ 
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①携帯監視画面選択表示 

携帯画面では、表示エリアに制限があるため選択した監視画面が携帯画面よりも大きな場合、表示領

域を小窓から覗くように分割して選択表示することができます。この時に、表示エリア（表示方法）を選択

するメニューの表示方法には以下の２つがあり、これを選択します。 

（設定値） １：リスト選択  ２：ボタン選択 

 

（1）リスト選択 

リスト選択では、下図のように表示エリアをリストにして直接選択することができます（１コンソール監視

画面あたり最大８画面まで）。このリストで表示される画面-1～画面-8（画面名称は現在固定）を選択した時

の表示画像サイズや画像圧縮率は、以下の「③携帯監視画面-1～8」の設定項目で設定された値

に従います。 

 
[携帯メニュー]→[モニター]→[モニタ画面選択]→[リモート I/O テスト] 

図 19.2.11 携帯監視画面でのリスト選択メニュー 

（2）ボタン(任意位置)選択 

   ボタン選択では、下図のように表示エリアをプルダウンメニューから選択する方法です。X、Y 方向の

移動量と画像圧縮率をメニューから選択することが出来ます。 

 

 
 

 

 

 
[携帯メニュー]→[モニター]→[モニタ画面選択]→[リモート I/O テスト] 

図 19.2.12 携帯監視画面でのボタン選択メニュー 
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②携帯監視画面 初期サイズ表示 

①携帯監視画面選択表示のボタン選択方式を選択している時に有効です。 

初期表示される画面サイズは、画面-1～8 の中の一つを番号で設定します。 

画面-1～8 は、プルダウンメニュー表示される S-1～S-8 に対応しています。 

 

③携帯監視画面-1～8 (許可:X,Y,W,H[,圧縮]) 

「画面-1～8」を選択した時の各種表示情報を設定します。 

リスト選択、ボタン選択ともに画面表示時に使用されます。 

下記許可設定は、画面-1～8 の使用（表示）を許可するかの設定です。 

禁止した場合、メニューに表示されなくなります。（表示するリストを少なめに表示したいときに有効です） 

 

（設定値） 

許可：  0:禁止 1:許可（表示） 

  X： 左上原点の X 座標をドットで設定します。（ボタン選択時は本設定値無効ただしダミー値必要） 

  Y： 左上原点の Y 座標をドットで設定します。（ボタン選択時は本設定値無効ただしダミー値必要） 

  W： 表示画像の幅をドットで設定します。40～480 ドット (8 の倍数値必須)で指定。 

  H： 表示画像の高さをドットで設定します。40～480 ドットで指定。 

  圧縮： 表示画像の圧縮倍率を指定します。1 倍[省略時]あるいは 2 倍で指定。（ボタン選択時有効） 

 

例) 1:0,0,96,72 

例) 0:100,100,96,72,2 
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リスト選択における表示画面の位置と各設定の関係を以下の図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.13 リスト選択時の表示位置の関係（最大８画面） 

 

ボタン選択における表示画面の移動位置と各設定の関係を以下の図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.14 ボタン選択時の表示位置とＸ、Ｙの移動値の関係 

 

画面-1 

・・・・・ 

Ｗ 
画面-2 

画面-3 

画面-8 Ｈ 

Ｘ，Ｙ 

X 移動=1 
Y 移動=1 

 

Ｗ 

Ｈ X 移動=2 
Y 移動=1 

 

X 移動=3 
Y 移動=1 

 

X 移動=4 
Y 移動=1 

 

X 移動=3 
Y 移動=3 

 

X 移動=1 
Y 移動=2 

 

X 移動=1 
Y 移動=4 
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④携帯グラフ画面選択表示 

携帯画面では、表示エリアに制限があるためグラフを表示条件別に選択描画することが出来ます。こ

の時に、表示エリア（表示方法）を選択するメニューの表示方法には以下の２つがあり、これを選択しま

す。 

（設定値） １：リスト選択  ２：ボタン選択 

 

（１）リスト選択 

リスト選択では、下図のようにグラフ表示エリアをリストにして直接選択することが出来ます。このリスト

で表示される画面-1～画面-8 の画像サイズや画像圧縮率は、以下の「⑥携帯グラフ画面-1～8」の

設定項目で設定された値に従います。 

 

 
 

[携帯メニュー]→[計測グラフ]→[グラフ画面選択]→[サンプル記録] 

図 19.2.15 携帯グラフ画面でのリスト選択メニュー 

 

（２）ボタン選択 

ボタン選択では、下図のようにグラフ表示エリアをプルダウンメニューから選択する方法です。画像

圧縮率もプルダウンメニューから選択します。 

 

     
 

[携帯メニュー]→[計測グラフ]→[グラフ画面選択]→[サンプル記録] 

図 19.2.16 携帯グラフ画面でのボタン選択メニュー 
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⑤携帯グラフ画面 初期サイズ表示 

④携帯グラフ画面選択表示のボタン選択方式を選択している時に有効です。 

初期表示される画面サイズは、画面-1～8 の中の一つを番号で設定します。 

画面-1～8 は、プルダウンメニュー表示される S-1～S-8 に対応しています。 

 

⑥携帯グラフ画面-1～8 (許可:W,H[,圧縮]) 

携帯グラフ「画面-1～8」を選択した時の各種表示情報を設定します。 

リスト選択、ボタン選択ともに画面表示時に使用されます。 

下記許可設定は、画面-1～8 の使用（表示）を許可するかどうかの設定です。 

禁止した場合、メニューに表示されなくなります。（表示するリストを少なめに表示したいときに有効です） 

※表示グラフ幅(W)の１ドット当たりの時間幅はコンソールの計測トレンドグラフ画面の記録サンプリング時間と同じで

す。 

 

（設定値） 

許可：  0:禁止 1:許可（表示） 

W：    表示グラフの幅（時間）をドットで設定します。40～480 ドット (8 の倍数値必須)で指定。 

H：    表示グラフの高さをドットで設定します。40～480 ドットで指定。 

圧縮：  表示画像の圧縮倍率を指定します。1[省略時]～4 倍で指定。 (ボタン選択時有効) 

圧縮倍率に応じWの長さは変わらずに表示時間が長くなりグラフ曲線が圧縮表示されます。 

例) 0:96,72 

例) 1:96,72,1 

例) 1:240,176,3 

 

グラフ画面の表示エリアと設定の関係を以下の図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.17 携帯グラフ画面での表示原点 

W 

H 

原点（最新時刻計測位置） 
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19.2.3 Web&携帯メニュー表示に関する設定 

Web ブラウザ画面や携帯画面に表示されるメニューに関する各種設定を行います。 

 

 

図 19.2.18 システムパラメータ設定画面（Web&携帯メニュー表示） 

 

設定値は以下のようにログイン時のユーザ権限によって公開するメニューにするかどうかを設定します。 

（設定値） 

1: 一般+管理者 

2: 管理者のみ 

0: 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Web ブラウザで公開できるメニュー一覧 

・Web メニュー(ポイント) 

・Web メニュー(モニター) 

・Web メニュー(計測グラフ) 

・Web メニュー(記録グラフ) 

・Web メニュー(操作履歴) 

・Web メニュー(警報履歴) 

・Web メニュー(スケジュール) 

・Web メニュー(記録データ) 

・Web メニュー(帳票) 

・Web メニュー(パラメータ) 

■携帯画面で公開できるメニュー一覧 

・携帯 メニュー(ポイント) 

・携帯 メニュー(モニター) 

・携帯 メニュー(計測グラフ) 

・携帯 メニュー(操作履歴) 

・携帯 メニュー(警報履歴) 

・携帯 メニュー(パラメータ) 
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19.2.4 Web グラフ初期値に関する設定 

Web ブラウザで表示するグラフ画面表示に関する各種設定を行います。 

 

 

 

図 19.2.19 システムパラメータ設定画面（Web グラフ初期値＆表示方法） 

 

①～③ 

④～⑥ 
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①Web 記録グラフ 開始日初期値 

Web ブラウザで記録トレンドグラフ表示する時の初期開始日を、本日を起点（0）として何日前から表示

するのかを以下の範囲の値で設定します。 

（設定値） 0(本日) ～ 6(日前) 

 

  以下に、本設定を５（日前）に設定した時の考え方を示します。 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.20 開始日初期値と期間日数 （表示期間７日間時の例、表示期間は下記②参照） 

 

 

②Web 記録グラフ 期間日数初期値 

Web ブラウザで記録トレンドグラフ表示する時の初期表示期間日数を以下の範囲の値で設定します。 

（設定値） 1(日)～ 7(日) 

 

  本設定により、Web 画面での期間メニューのデフォルト値が以下の図のように設定されます。 

（図は設定値７の１週間（1week）の場合） 

 

図 19.2.21 Web 記録グラフの期間日数のメニュー表示 

 

 

本日 ５日前 

表示期間（７日間） 
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③Web グラフレンジ描画初期値 

本設定は、計測及び記録トレンドグラフで共通のものです。 

Web ブラウザで他の画面からグラフ画面に移った時を含めた最初のアクセス時のグラフ描画の縦スケ

ールに、最大スケール値（ポイント登録の属性で設定した「上下限スケール値（表示用）」）を用いるか、計測ある

いは記録トレンドグラフの「グラフ描画条件設定」画面内に設定されている表示上下限値を用いるかを

設定します。 

 

（設定値） 1:最大スケール値（ポイント属性設定値）  2:グラフ画面の描画条件設定値（個別） 

 

以下の図に、Web 画面の表示例を示します。 

ここでは、ai004、ai005 の２つのポイントの描画例です。 

ai004、ai005 とも最大スケール値(100)の初期設定でグラフ描画させ、その後に、ai005 の上限を任意

(200)に変更して“->実行”ボタンを押し再表示させました。スケールは Web 画面初期値表示後、その

画面内で有効な個別変更ができます。 

 

 

 

図 19.2.22 Web 計測グラフ表示（グラフレンジ） 
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19.2.5 Web&携帯表示方法に関する設定 

Web ブラウザや携帯端末での表示方式に関する各種設定を行います。 

 

④Web&携帯 コンソール画面タイトル通番表示 

Web ブラウザや携帯端末で表示される監視画面やグラフ画面等のタイトル通番を Web&携帯上で表

示される順に番号を振り直して表示するか、画面登録時の画面番号で表示するのかを設定します。 

（設定値） 1: Web 画面通番 

 2: 設定画面の登録番号 

 

  以下の図に例を示します。 

 

     （Web 画面通番表示の場合）          （設定画面登録番号表示の場合） 

           

図 19.2.23 Web 画面通番表示と設定画面登録番号表示 
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⑤携帯 ポイント名 

携帯画面は表示領域が狭くポイントの各種名称を全て表示させることができませんので、運用上最も

識別表示しやすいポイントの識別子を以下の項目から選択します。 

（設定値） 1:OBJID  2:TAG 名  3:ポイント名称 

 

ポイント登録画面で以下のような設定になっている場合のポイント識別子の例を示します。 

 

 

 

図 19.2.24 ポイント登録画面でのポイントの各名称 

 

 

（携帯画面でのポイント表示） 

   1:OBJID                2:TAG 名              3:ポイント名称 

           

 

[携帯メニュー]→[ポイント]→[接点入力]→[接点入力一覧] 

図 19.2.25 携帯画面でのポイント名表示の違い 
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③携帯 操作部並び位置 

後述の「④携帯オブジェクト状態操作許可」と「⑤携帯オブジェクトロック操作許可」の許可がされてい

る場合に有効です。 

携帯画面のポイント操作画面の操作部の表示で、状態操作とロック操作のどちらを先に表示するかを

設定します。 

（設定値） 1:前(操作)/後(ロック)  2:前(ロック)/後(操作) 

 

  （例） 

         1:前(操作)/後(ロック)             2:前(ロック)/後(操作) 

             

 

[携帯メニュー]→[ポイント]→[接点出力]→[接点出力一覧]→[do001] 

図 19.2.26 携帯画面でのロック操作の表示順の違い 
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19.2.6 Web&携帯操作許可に関する設定 

Web ブラウザや携帯端末での操作モードに関する各種設定を行います。 

 

 

図 19.2.27 システムパラメータ設定画面（Web&携帯操作許可） 

 

設定値は以下のようにログイン時のユーザー権限によって公開するメニューにするかどうかを設定しま

す。 

（設定値） 

1: 一般+管理者 

2: 管理者のみ 

0: 非公開 

 

①Web オブジェクト状態操作許可 

②Web オブジェクトロック操作許可 

 ポイント状態一覧画面から「設定」及び「ロック」の操作を許可するかどうかを設定します。 

 許可されないものは、一覧表示されなくなります。 

以下の画面例では、「設定」及び「ロック」ともに許可されている状態を示しています。 

 

 

図 19.2.28 Web 画面でのポイント状態一覧画面（｢設定｣「ロック」許可時） 

 

①～⑦ 
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 以下の画面例では、「設定」のみ許可されて「ロック」は許可されていない状態を示しています。 

 

図 19.2.29 Web 画面でのポイント状態一覧画面（「設定」のみ許可時） 

 

③Web オブジェクト属性操作許可 

 ポイント属性の設定を Web 画面から許可させるかどうかを設定します。 

 許可させた場合、ポイント状態変更設定画面に属性設定画面を呼ぶためのボタンが配置されます。 

 なお、ポイント状態変更設定画面は、ポイント状態一覧画面から呼ばれますので、「①Web オブジェクト

状態操作許可」が許可されている必要があります。 

 

 

[Web メニュー]→[ポイント]→[接点入力]→[接点入力一覧] →[di001 の設定（set）] 

図 19.2.30 Web 画面でのポイント状態変更設定画面（DI ポイント例） 

 

上図のポイントの属性設定ボタンをクリックすると以下のように属性設定（「5 章 Web・モバイル・E メールによ

る監視・操作 5.4」参照）を行うことができます。 

 

[Web メニュー]→[ポイント]→[接点入力]→[接点入力一覧] →[di001 の設定（set）] →[属性設定(SET)ボタン] 

図 19.2.31 Web 画面でのポイント属性設定画面（DI ポイント例） 
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④携帯オブジェクト状態操作許可 

⑤携帯オブジェクトロック操作許可 

“状態操作許可”の場合、「コントロール」操作部の表示を、 

“ロック操作許可”の場合、「ロック点一覧」メニュー項目、一覧画面の「ロック」欄、及び「ロック操作」部

の表示をさせるかどうかの許可を設定します。 

 

以下の例では、“状態操作許可” “ロック操作許可”ともに許可されており、ポイント分類選択のメニュ

ーで「ロック点一覧」の項目が、接点出力選択例の接点出力一覧には「ロック」の項目が、そしてポイン

トの操作画面では、「コントロール」と「ロック操作」部が表示されています。 

              

[携帯メニュー]→[ポイント] →[接点出力] →[do001] 

図 19.2.32 携帯ポイント操作メニュー画面（｢状態｣「ロック」許可時） 

 

“状態操作許可” “ロック操作許可”ともに許可しなかった場合には、上図の対応するそれぞれの部分

が表示されていないことが判かります。 

 

            

[携帯メニュー]→[ポイント] →[接点出力] →[do001] 

図 19.2.33 携帯ポイント操作メニュー画面（｢状態｣「ロック」ともに不許可時） 
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⑥Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可 

Web 画面から、コンソール画面上で設定されている各種定義値を書き換える（運用注意）為の設定保存

ボタンを表示させるかどうかを設定します。設定は以下に示す画面で一律有効となります。 

 

 １．計測グラフ  （コンソール画面：計測トレンドグラフ→グラフ描画条件設定） 

計測グラフの上下限スケール変更の設定保存ボタンが表示される。 

 

[Web メニュー]→[計測グラフ]→[サンプル記録] 

  ２．記録グラフ  （コンソール画面：記録トレンドグラフ→グラフ描画条件設定） 

記録グラフの上下限スケール、打印有無、警報表示の変更の設定保存ボタンが表示される。 

 

[Web メニュー]→[記録グラフ]→サンプル記録] 

 

 ３．操作履歴ダウンロード 

操作履歴の検索出力条件設定（デリミタ、漢字コード）保存ボタンが表示される。 

 
[Web メニュー]→[操作履歴] 
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４．警報履歴ダウンロード 

警報履歴の検索出力条件設定（デリミタ、漢字コード）保存ボタンが表示される。 

 

[Web メニュー]→[警報履歴] 

５．記録データ 

記録データの検索出力条件設定（デリミタ、漢字コード）保存ボタンが表示される。 

 

[Web メニュー]→[記録データ]→[アナロググループ-A] 

 

図 19.2.34 Web コンソール画面定義書換ボタン配置許可画面 
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⑦Web オブジェクト属性 FILE 書込ボタン配置許可 

Web 画面から、コンソール画面上で設定されているポイントの属性設定値を書き換えて（運用注意）設

定の保存をさせるかどうかを設定します。設定に許可を選んだ場合、ポイントの属性設定画面に保存

実行をさせる“状態設定＋ファイル保存”ボタンが配置されます。 

 

ポイントの属性設定画面で以下の様に“状態設定＋ファイル保存”ボタンが表示されます。 

 

[Web メニュー]→[ポイント]→[接点入力]→[接点入力一覧] →[di001 の設定（set）] →[属性設定(SET)ボタン] 

図 19.2.35 Web オブジェクト属性 FILE 書込ボタン配置許可画面 
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19.2.7 その他の設定 

 

図 19.2.36 システムパラメータ設定画面（その他の設定） 

 

①オブジェクト識別表示 

ポイントオブジェクトの識別子の表示を OBJID か TAG 名のどちらで行うか設定します。 

※TAG 名化は現在（2008 年時点）試験的な実装となっています。ご了承ください。 

（設定値） 1:OBJID  2:TAG 名 

 

  ポイント登録画面が以下のように設定されている場合の表示例を以下に示します。 

 

図 19.2.37 ポイント登録画面 

  （OBJID 表示の場合） 

 

図 19.2.38 状態一覧画面（OBJID 表示） 

①～⑤ 
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（タグ名表示の場合） 

 

図 19.2.39 状態一覧画面（タグ名表示） 

 

②入力系ダイアログ画面選択  （「4 章 4.2.1 ポイント操作画面と操作ダイアログの種類」参照） 

監視画面で使用する入力系ポイントのダイアログ画面で状態表示のみ許可するか、状態表示と設定

の両方を許可するか設定します。 

（設定値） 1:表示のみ  2:表示+設定 

状態の設定ができるダイアログ画面について 

ポイントの状態ダイアログ画面は、基本的にポイントの現在の状態値を表示して確認するための機能

を提供しますが、計測未使用のポイントや擬似ポイント（「24 章 24.1.3」参照）として扱うもの等に関しては

状態値を設定できるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

図 19.2.40 入力系ポイントのダイアログ（左：状態のみ、右：状態＋設定） 

 

③操作警報履歴初期表示時順 (コンソール&Web&携帯) 

操作及び警報履歴の一覧を表示する時の初期ソート順を選択します。 

（設定値） 1:降順  2:昇順 

 

④Web&携帯 ログイン認証 

Ｗｅｂブラウザや携帯端末からログインするときに、認証を行うか、認証無しでフリーログインを許可する

かを設定します。 

（設定値） 1:認証  2:フリーパス 

 

 

 

 

 

 

[フリーログイン画面の公開手順] 

①本設定をフリーパス（２）に設定して KaracrixBuilder を再起動します。 

②フリーパス環境下で（あえて）ログイン認証でログインして公開したい画面を表示します。 

③その画面が表示されているときのＵＲＬをコピーしリンクなどで公開します。 
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⑤Web CPU リセット入力許可 

Ｗｅｂブラウザから KaracrixBuilder の実行されているホスト CPU（OS）の「リセット起動」「停止」を実行す

ることを許可するかどうかを設定します。 許可すると下図の枠内のボタンが表示されるようになりま

す。 

（設定値） 1:禁止  2:リセット許可 

 

 

図 19.2.41 システムリセット実行画面 

 

管理ユーザでログインし、2.と 3.の実行ボタンを押すと、下図のような最終確認表示が出て CPU リセッ

トあるいは停止を実行します。 

 

      

図 19.2.42 最終実行確認画面 

 

(使用上の注意) 

CPU のリセット、停止機能を有効にするには、KaracrixBuilder のシャットダウンコマンドを root ユーザで

実行する必要があるため以下の作業を行う必要があります。 

% cd $KARACRIX/sys/subin 

% chmod u+s shutdownd0a       (suid を立てて所有者の権限で実行されるよう設定) 

% su （root ユーザで作業） 

# chown root:root shutdownd0a  （所有者を root ユーザに変更） 

# exit （root ユーザから戻る） 

% (作業終了です) 
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19.3 リモートユーザの登録 

KaracrixBuilder では、インターネット環境やダイアルアップ接続を使用して監視、操作、制御機能をリモ

ートから行なうことができます。「リモートユーザ」登録では、Web ブラウザや、携帯端末、Ｅメールを使用

して KaracrixBuilder にアクセスする際の認証情報を設定します。 

「システム環境設定メニュー」画面から“リモートユーザ”ボタンを選択して下さい。「Web/E-Mail ユーザ

登録」画面が表示されます。 

 

 

図 19.3.1 リモートユーザの登録 

 

①No. 認証アカウントの番号を表示します。数字の前に“!”マークが表示されてい

る行は、使い方に注意が必要であることを示しています。 

 

②ログインユーザ名    ログインユーザ名を表示します。使用可能な文字は、アルファベット大文字、

小文字、数字、記号です。 （３１文字迄） 

 

③一般者パスワード 一般者権限ユーザでログインする時のパスワードを入力します。使用可能

な文字は、アルファベット大文字、小文字、数字、記号です。表示は“*”で

表示されます。 （２３文字迄） 

 

④管理者パスワード システム管理者権限ユーザでログインする時のパスワードを入力します。

使用可能な文字は、アルファベット大文字、小文字、数字、記号です。表

示は“*”で表示されます。 （３１文字迄） 

 

⑤編集ボタン    登録されている認証アカウントの追加、削除を行ないます。 

 

※パスワードには、アルファベットの大文字、小文字、数字、記号を混ぜたものをご使用になることを推奨します。 

① ② ③ ⑤ ④ 

デフォルトユーザ 

（削除不可） 

Web 登録 

ユーザ 



 

19-33  

 

 

S.I.Soubou Inc. 

 

リモートからアクセスする場合の認証用の“ログインユーザ名”、“一般者パスワード”、“管理者パスワー

ド”を登録します。 

 

“No.”欄 「!0」の 1 行目にはデフォルトの値が設定されています。 

本システムでは認証用に最低限 1 つのユーザ名、ユーザパスワード、管理者パスワードが必要になりま

すので、1 行目の設定は削除できない特別な扱いになっています。 

 

“No.”欄 「!1」の 2 行目、「!2」の 3 行目の設定は、Web アクセスの管理者機能から認証ユーザーを登録

変更した内容を保存する場所として予約されています。本画面で登録を行ったものは Web ブラウザ画面

からも変更することが可能ですので運用にご注意下さい。 

 

管理者パスワードは、Web ブラウザや携帯端末からシステム管理機能を使用する権限を与える場合のパ

スワードとして使用されます。 
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19.4 Ｅメール接続環境設定  (KaracrixBuilder-V3.50 以降) 

E メール送受信環境の設定を行ないます。「システム環境設定メニュー」画面から“E メール環境”ボタン

を選択して下さい。「Ｅメール接続環境設定」画面が表示されます。 

KaracrixBuilder では、Ｅメールをプログラム送信させる為の SMTP サーバと、外部からの操作メールを受

信する為の POP サーバの設定を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19.4.1 E メールの接続環境設定 
 

Ｅメールをプログラム送信する為の SMTP サーバは、信頼性を上げる為２つ用意されています。SMTP の

設定が２つ成されている場合は、成功する１通か、同時２通の送信かの２種類を選択できます。 

「Ｅメール接続環境設定」画面では、状態表示を除く欄を設定して行きます。 

 

A2. SMTP サーバ 1 接続状態 (表示) 

B2 . SMTP サーバ 2 接続状態 

C2. POP サーバ接続状態 
 

SMTP、POP サーバとの接続状態を表示します。表示の意味を以下に示します。 

また、サーバ接続エラーが発生した場合その発生回数が“エラー”欄に表示されます。 
 

 ＜接続状態メッセージの見かた＞ 
 

stop   機能停止中  (A1.B1.C1 の稼働ボタンが押されていない時） 

-   実行待機中 

run (?)  実行中 (通信数:1-9999999) 

rcv: ?                受信状況表示 

snd: ?                送信状況表示 

wait: ?               待ち状況表示 

err: ?                エラー表示 
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エラー表示 原因と対策 

err: username 

err: password 

設定ミス 

1. ユーザ名 [A9.B9.C9.] 

2. パスワード [A10.B10.C10.] 

err: gethostbyname 設定ミス 

1. SMTP サーバ名 [A3.B3.] 

2. POP サーバ名 [C3.] 

err: send mail address 設定ミス、あるいは他の原因からの誘発 

1. 送り先メールアドレス誤記述 (プログラム記述ミス) 

2. サーバアクセス不良 

err: socket 

 

OS 内環境異常 

１．CPU 再起動チェック 

err: connect 

err: SSL connect 

ネットワーク接続失敗 (初期接続失敗) 

１. ネットワーク接続環境チェック 

２．ポート番号[A9.B9.]、ＳＳＬボタン等の接続条件再確認 

３．CPU 再起動チェック 

err: ComConnect-Timeout 

err: ready response 

ネットワーク接続失敗 (サーバ接続後無応答等発生) 

1．様子見 

２．CPU 再起動チェック 

err: no STARTTLS in a server 

err: apop 

サーバ未対応 

１．接続条件再確認 

err: cram-md5 認証内部エラー 

err: auth-login-1 

err: auth-login-2 

err: auth-login-3 

err: auth-login-4 

err: auth-login-5 

認証エラー 

1. ユーザ名、パスワード再確認 [A9.B9.C9.A10.B10.C10.] 

２．ポート番号[A9.B9.]、SmtpAuth ボタン等の接続条件再確認 

err: mail-from 設定ミス 

１．SMTP に設定した自分のメールアドレス名 [A11.B11.] 

err: stat 

err: helo 

err: ehlo 

err: data 

err: quit 

通信エラー 

1．システム再実行 

２．CPU 再起動チェック 
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A1. SMTP サーバ 1/稼働 

Ｂ１. SMTP サーバ２/稼働 

Ｃ1. ＰＯＰサーバ/稼働 
   

  サーバとの接続を有効にする場合は、ボタンにチェックを入れます。 

  チェックされない場合、サーバ接続は無効となり、サーバ接続状態は、 "stop" となります。 

 

Ａ３． ＳＭＴＰサーバ１名 

Ｂ３． ＳＭＴＰサーバ２名 

Ｃ３． ＰＯＰサーバ名 
   

 接続サーバ名を指定します。 (IP アドレスでも記述可能） 

 

Ａ４． ポート 

Ｂ４． ポート 

Ｃ４． ポート 
    

  接続するサーバのサービスのポート番号を指定します。 

  例）  SMTP サーバ：  smtp (25),   submission (582),  smtps (465) 

        POP サーバ：   pop3 (110),  pop3s (995) 

 

Ａ５． ＳＭＴＰｏｖｅｒＳＳＬ 

Ａ６． ＳｔａｒｔＴＬＳ/ＳＳＬ 

Ｂ５． ＳＭＴＰｏｖｅｒＳＳＬ 

B６． ＳｔａｒｔＴＬＳ/ＳＳＬ 
 

  SMTP サーバと、SMTP over SSL あるいは StartTLS/SSL 通信する時にチェックを入れます。 

 

Ａ７． SmtpAuth 

Ｂ７． SmtpAuth 
 

  ＳＭＴＰサーバと接続する時に、アカウント認証させるかどうかを指定します。 (通常使用します) 

  認証の優先レベルは、CRAM-MD5、LOGIN、PLAIN の順で１つ行います。 

 

Ｂ８． ＰｏｐＢｅｆｏｒｅＳｍｔｐ->(C3.) 
 

  ＳＭＴＰサーバ２と繋げる際、その認証にＰＯＰを使用する時にチェックを入れます。 

  この時 C1.～C10.の POP 設定は有効になっていないといけません。 

 

Ｃ５． ＰＯＰｏｖｅｒＳＳＬ 
 

  ＰＯＰサーバと、POP over SSL 通信する時にチェックを入れます。 

 

Ｃ６． Ａｐｏｐ 
  

  ＰＯＰサーバの認証に、Ａｐｏｐ を使用する時にチェックを入れます。 
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Ａ９． アカウント名 

Ｂ９． アカウント名 

Ｃ９． アカウント名 
  

  アカウント（ユーザ）名を指定します。 

  サーバによっては、アカウント名は、名前だけでよい場合と、@以降のドメインを含めたものでなけれ

ばならない場合があります。 

  例） アカウント名だけの場合  ->   AAAAA 

       ドメイン付きの場合      ->   AAAAA@xxxxxx.xx 

 

Ａ１０． パスワード 

Ｂ１０． パスワード 

Ｃ１０． パスワード 
 

  パスワードを指定します。 

 

Ａ１１． 自分のメールアドレス名 

Ｂ１１． 自分のメールアドレス名 

  ＳＭＴＰサーバに登録した、メールアドレスを指定します。 

  このメールアドレスは、メールシステムの Return-Path に用いられる必須のデータです。 

 

Ｃ１２．メール受信間隔時間（分） 
 

POP サーバに、 "C9.アカウント名" 宛てのメールを受信する間隔時間を指定します。 

単位は、分です。 

指定値に、“0” を指定した場合、間隔受信機能は停止します。 (PopBeforeSmtp 機能は動作) 

※メールを受信する場合、頻繁に POP サーバにアクセスすると、サーバ管理によっては制限されますので設定値には

注意が必要です。 

 

Ｄ１． SMTP1/SMTP2 

Ｄ２． SMTP2/SMTP1 
 

  ＳＭＴＰサーバが２つ機能している時の、送信順番を指定します。 

  Ｄ１．はサーバ 1 を送信してからサーバ２を送信します。 Ｄ２．はその逆です。 

 

Ｄ３． 送信数 
 

  ＳＭＴＰサーバが２つ機能している時、メールを送信成功する最初の1通だけにするか、同時に２通送

信するかの設定をします。前者の場合の送信数は１、後者の場合は２とします。 

  ※送信数を２にしておいてＳＭＴＰサーバが１つしか有効になっていない場合、送信数は１として動作します。 
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19.5 画像記録方式の設定 

KaracrixBuilder では、カメラ画像などのイメージ入力を JPEG ファイルとして保存記録することができま

す。 

画像記録機能を使用するために、はじめに画像記録方式の設定を行なって下さい。画像記録方式には、

以下の２つのモードが用意されていますので、どちらかの画像記録モードを選択する必要があります。ま

た、画像記録に使用できるディスクの空き容量を検討して設定して下さい。 

 

エンドレス記録 

記録開始時刻から「画像記録条件設定」画面での記録条件に従って画像記録ファイルを生成します。記

録画像が、保存期間を越えた時点で古い記録ファイルから上書きされて行きます。この記録動作を繰り

返します。 

 

ワンウェイ記録 

記録開始時刻から「画像記録条件設定」画面での記録条件に従って画像記録ファイルを生成します。記

録画像が、保存枚数を越えた時点で記録を終了します。 

 

「システム環境設定メニュー」画面から、“画像記録方式”ボタンを押して「画像記録方式設定」画面を表

示します。 

既に記録画像が保存されている場合、本画面での設定を変更するには、記録画像を一度クリアする必

要があります。メインメニューから“タイムラプス”→“記録設定”ボタンを選択して「画像記録条件設定」画

面にて、記録停止を確認後“全記録ファイルの消去”ボタンで記録画像のクリアを行って下さい。 

 

 

図 19.5.1 画像記録方式設定画面 

 

① ② 

③ 

⑤ 

④ 

記録方式の選択ボタン 

⑥ 
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①記録実行状態 

記録実行状態を以下の様に表示します。 

実行中：記録中です。 

終了中：記録が終了しています。（ワンウェイ記録） 

停止中：記録していません。 

 

 

図 19.5.2 画像記録実行中の表示 

 

②現ファイル使用容量(byte) 

  生成された画像記録ファイルの現時点での容量を表示します。 

 

③記録ポイント名 

記録する IMG ポイント名を選択します。ここで選択した IMG ポイントには、動画像入力が割り当てられ

ている必要があります。 （「20 章 オブジェクト環境設定」を参照） 

 

④記録制限容量(byte) 

画像記録に使用できる最大ディスク容量を設定します。本項目の表示は、byte 単位になっていますが、

数値データ入力ダイアログでは、Mbyte 単位で入力します。 

 

  例) 1Gbyte の入力する場合 

    入力値 ->  1000  (Mbyte)  

 

⑤エンドレス記録ボタン 

エンドレス記録方式で記録する場合に選択します。 

 

⑥ワンウェイ記録ボタン 

ワンウェイ記録方式で記録する場合に選択します。 
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